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沖縄総合事務局

■南北を走る強固な【３本の柱】
【西側の柱】国道58号、【中央の柱】沖縄自動車道、
【東側の柱】国道329号

■３本の柱を支える【東西連絡道路】
沖縄嘉手納線、宜野湾北中城線、浦添西原線など

■高速道路を使いやすくする【インターチェンジ】
喜舎場スマートＩＣ

糸満道路
H28供用

浦添北道路、臨港道路浦添線
H30.3.18供用

金武バイパス
H30供用予定恩納南バイパス

H30.3.8供用

道路整備の取組：経路の分散（ハシゴ道路）-施策№１

那覇西道路
H23供用

豊見城道路
H27供用

名護東道路
（世冨慶～数久田）

H33夏までの供用予定

南風原バイパス
H30部分供用予定豊見城東道路 H27供用

凡例
開通済み

※2017年度時点

事業実施中
計画中

開通済み

事業実施中

計画中

開通済み

事業実施中
計画中

開通済み

事業実施中

計画中

沖縄・那覇空港
自動車道
（中央の柱）

直轄国道
（東側の柱）

地方道
（東西連絡道）

直轄国道
（西側の柱）

：既存ＩＣ
：既存ＳＩＣ
：予定（地活・スマート）ＩＣ
：事業中IC

【東側の柱】
国道329号

恩納バイパス

恩納南バイパス

喜舎場ＳＩＣ

幸地ＩＣ

名護東道路

読谷道路

浦添北道路

那覇北道路

那覇西道路

豊見城道路

糸満道路

南部東道路

津嘉山バイパス

那覇インター
アクセス道路

県道82号線
浦添西原線

宜野湾横断道路

宜野湾北中城線

県道24号バイパス

沖縄環状線

県道23号線

沖縄嘉手納線

石川仲泊線

与那原バイパス

南風原バイパス小禄道路

豊見城東道路

南風原道路

嘉手納バイパス

【西側の柱】
国道58号

東西連絡道路

金武バイパス

【中央の柱】
沖縄自動車道

【西側の柱】
国道58号

【中央の柱】
沖縄自動車道

【東側の柱】国道
329号

東西連絡道路
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沖縄総合事務局

1

○沖縄西海岸道路（浦添北道路）・臨港道路浦添線は、平成30年3月18日供用開始

道路整備の取組：容量拡大施策（2環状7放射道路）-施策№１

臨港道路浦添線
【Ｈ30.3.18 供用】

沖縄西海岸道路（浦添北道路）
【Ｈ30.3.18 供用】

《沖縄西海岸道路（浦添北道路）・臨港道路浦添線》

沖縄西海岸道路（那覇北道路）
・臨港道路若狭港町線

○浦添北道路

0
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120,000

交
通

量
（台

/日
）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

交
通

量
（台

/日
）

国道58号
72,000台/⽇ 国道58号

70,000台/⽇

臨港道路浦添線
22,000台/⽇

調査地点①

整備前
（H29.10.3）

整備後
（H30.4.24）

国道58号
78,000台/⽇

国道58号
69,000台/⽇

浦添北道路
20,000台/⽇

調査地点②

整備前
（H29.10.3）

整備後
（H30.4.24）

浦添北道路・臨港道路浦添線へ交通が転換
浦添北道路では、20,000台/⽇の交通量を観測。
臨港道路浦添線では、22,000台/⽇の交通量を観測。
国道58号の交通が浦添北道路へ転換。

2,000台転換2,000台転換 9,000台転換9,000台転換

調査地点①

調査地点②
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沖縄総合事務局道路整備の取組：経路の分散（ハシゴ道路【西原道路＜調査中＞】）-施策№１

0

20

40

60

80

100

120

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

S56 S61 H3 H8 H13 H18 H23 H26

（製造品出荷額等：億円）

（年）

（事業所数：所）

近年は
横ばい

まちづくりや観光等に関する課題

40%

9%7%
7%

6%

6%
5%

21%

西原町

浦添市

うるま市

沖縄市

糸満市

名護市

那覇市

その他

6,336億円/年
平成26年

図 製造品出荷額等のシェア
（沖縄県）

資料：工業統計（H26）

県内トップ
（約4割）

資料：工業統計

図 製造品出荷額等及び事業所数の推移
（西原町）

製造品出荷額等

事業所数

①県内有数の工業団地における道路整備・工場用地の不足

36%

22%

42% 操業環境に

対する問題

N=108意見

図 工業団地内企業が指摘する問題内容

工場用地の
不足（約２割）

道路整備の
不足（約４割）

その他

道路交通に関する課題

■交通の集中による渋滞
（東側唯一の幹線道路・幅員も狭小）

■生活道路への流入
(通学児童登下校時の安全性低下)

至:中城村

写真：国道329号の渋滞状況
（小那覇交差点）

写真：通過交通の状況
（中城村内の村道）

○平成２９年度より西原道路について計画段階評価に着手
○社会資本整備審議会道路分科会沖縄地方小委員会をH30.3.12に開催し交通や地域の現状と課題を確認し政策目標(案)を設定
○現在小委員会にて確認した内容や道路の必要性について地域住民や企業、関係団体からアンケート等の意見聴取を実施
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沖縄総合事務局那覇空港のレンタカー貸与時の混雑対策-施策№26

⑦-4

○沖縄総合事務局と沖縄県は夏ピーク時にバスで利用者をレンタカー営業所へ送迎する社会実験を実施。
○沖縄総合事務局では、7月14日から9月16日の間、那覇市若狭のうみそら公園の仮営業所への送迎を実施。
○沖縄県では、8月18日から8月末までの間、豊見城市豊崎のレンタカー会社（2社）の営業所への送迎を実施。

那覇空港

沖縄総合事務局

うみそら公園
仮営業所

レンタカー

沖縄県

7月14日～9月16日

8月18日～8月末

レンタカー レンタカー

豊見城市豊崎 レンタカー会社の営業所
路線バス

リムジン
バス

■OTSレンタカー 路線バス 空港OTS線

出典）OTSレンタカー https://www.otsinternational.jp/otsrentacar/



沖縄総合事務局
内閣府

民間主導による那覇空港発着の路線バス導入事例-施策№45

■JTB沖縄・北部観光バス エアポートシャトル■OTSレンタカー 路線バス 空港OTS線

出典）沖縄エアポートシャトル https://www.okinawa‐shuttle.co.jp/

○OTSレンタカーは、2018年4月から独自で空港と豊崎にある営業所を結ぶ路線バスを導入。
○JTB沖縄・北部観光バスは、同年5月から共同出資により、空港と本部町を結ぶシャトルバスを導入。

○いずれも空港を利用する観光客だけでなく、居住者を含む一般の方も利用可能となっており、観光
客のみならず居住者の利便性を向上させることも狙った取組となっている。

出典）OTSレンタカー https://www.otsinternational.jp/otsrentacar/
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沖縄総合事務局

○那覇空港周辺道路では激しい交通渋滞が発生し、那覇空港接車帯（通称「中ノ島」）では利用者で
溢れかえる状況が発生

○そこで、波の上うみそら公園施設内にレンタカー営業所を設置し、当営業所まで送迎バスにより送
迎することで、公共交通の利便性向上と中ノ島の混雑緩和を図るための実証調査を実施

○また、沖縄県が実施する、路線バスを活用したレンタカー利用者を送迎する実証事業とも連携し、
それぞれの効果検証を実施し、公共交通の利便性向上、混雑緩和、観光客の満足度向上に向けた
課題を抽出することで、次年度以降に繋げることを目的とする

うみそら公園におけるレンタカー貸渡実証（H29） -施策№26

実証調査の概要 結 果

・期間中の貸渡件数は計491件

・中ノ島からの出発の削減人数は約38,000人
・特に、中央バスプールを使用した8/1以降は、

769人分/日・平均の中ノ島からの出発を削減

・夏季ピーク期における中ノ島上でのレンタカー送

迎バス待合者の滞留は、465人（H28）→ 303人

（H29）と、約35％減少
※本事業及び沖縄県事業の実証効果

◆実 証 期 間：平成29年7月14日（金）～9月16日（土）、10：00～17：00
◆参 加 事 業 者：○レンタカー事業者 ニッポンレンタカー沖縄

○バ ス 事 業 者 琉球バス交通

◆運 行 区 間：那覇空港～波の上うみそら公園間

◆貸 渡 場 所：公園内学習室を営業所として使用

◆空港出発箇所：○7月14日（金）～7月31日（月） 空港①乗り場
○8月1日（火）～9月16日（土） 中央バスプール

那覇空港

波之上うみそら公園
移動時間：6～8分

移動距離：約5km
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沖縄総合事務局沖縄地方研究会の検討対象-施策№41

• 様々な課題を抱えている沖縄本島を対象に、更なる観光振興を図ることを⽬的として、沖縄観光の⾏
動(周遊パターン)を把握するため、持続的に交通ビッグデータの収集･分析を⾏い、地域経済活性
化，観光客の満⾜度向上に繋がる活⽤⽅策(社会実験として試⾏)について検討･提⾔する

テーマ①
(安全)

(外国⼈)レンタカー利⽤者の安全性の確保
• 外国⼈観光客が増加し、⽇本の交通ルールに不慣れな外国⼈レンタカー利⽤者の事
故が急増

• ⼀⽅で、その危険箇所は定量的に把握できていない
 ETC2.0プローブデータにより観光客が引き起こし易い危険挙動箇所(急ブレーキ)

を把握し、レンタカー貸与時(出発時)，現地にて注意喚起を実施

テーマ②
(快適)

⼩さな観光･地域資源の連携による新たな魅⼒創出
• 沖縄本島は、著名な観光資源が多数存在するが、特定の観光地に集中･道路が混
雑するため、点在する⼩さな観光･地域資源を連携させ、交通の分散を図るとともに、
観光地としての魅⼒を更に向上させる
 ETC2.0プローブデータにより観光客の⽴寄り状況･観光地間のつながり等を整理

し、適切な位置において観光情報を提供し、⼩さな観光資源等への⽴寄りを誘発

テーマ③
(円滑)

信頼性の⾼い旅⾏時間情報の提供(シームレスな観光交通の実現)
• 都市内の慢性的な渋滞に加え、観光ハイシーズンには観光交通が集中し、地⽅部でも
交通渋滞が発⽣しており、今後、更に増加する観光客の満⾜度向上のため、時間を
有効に活⽤させることが必要
 ETC2.0プローブデータにより主要観光地間の⾛⾏経路を確認し、信頼性の⾼い旅

⾏時間情報を⽣成･情報提供を実施(→バッファ:滞在時間延⻑,ワンモア観光)

観光客の
満⾜度向
上

地域経済
活性化

安全･安⼼

交通事故減少

観光地の魅⼒向上

新たな需要誘発

時間の有効活⽤

滞在時間延⻑
⽴寄り箇所の増加
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沖縄総合事務局

テーマ①:(外国⼈)
レンタカー利⽤者の安全性の確

保

テーマ②:⼩さな観光･地域資源の
連携による新たな魅⼒創出

テーマ③:信頼性の⾼い
旅⾏時間情報の提供

社会実験イメージ

• 規制標識,注意看板の
役割をもつ看板を作
成･設置

• その際、設置箇所を右
側にするなど、急挙動を
起こしやすい外国⼈(台
湾･韓国)にとって⾒やす
い位置とする

• 出発地･休憩地で東海岸ルートを案
内するチラシを配布

• (旅⾏計画段階)HPでも
情報提供

• 美ら海⽔族館へのポスター貼付
• 出発地･休憩地等でチラシ配布
• (旅⾏計画段階)HPでも情報提供

効
果
検
証

ETC2.0

その他データ • (将来)ドラレコを活⽤する? • HPのアクセス数(端末別[PC,スマホ],
国籍･⾔語別)

• HPのアクセス数(端末別[PC,スマホ],
国籍･⾔語別)

その他

• タブレットを活⽤した動画視聴による
疑似体験を通じて、外国⼈レンタカー
利⽤者から
看板の⾒や
すさ(設置位
置,内容等)
等について
ヒアリング調査

• 左記と同様、レンタカー利⽤者へヒアリング調査を実施し、情報提供による⾏動
変更やその意向を調査
- ⽴寄り箇所(経路),出発時刻の変更の有無
- 今後の⽴寄り意向
- (沖縄に来訪する)友⼈等への紹介 など

社会実験イメージと効果検証方法(案)-施策№41
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事前

事後
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松⽥鍾乳洞への⽴寄り
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経路の分散
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沖縄総合事務局外国人レンタカー利用者による交通事故-施策№41

○外国人レンタカー利用者の事故件数の増加が顕著

◆観光客の移動手段はレンタカー（約６割）

【県外観光入込客数とレンタカー保有台数の推移
資料：運輸要覧、入域観光客統計概要
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沖縄観光入り込み客数

本島レンタカー保有台数
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877万人
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出典)沖縄県レンタカー協会

2年で約3倍

◆外国人レンタカーの事故件数の推移（沖縄県）
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沖縄総合事務局ビッグデータを活用した外国人レンタカー事故対策 -施策№41

• 急ブレーキデータ･走行経路データ等の交通ビッグデータを活用することによる、

外国人特有(国籍別など)の事故危険･迷走箇所の特定に期待

 この結果をもとに、言語別のパンフ[出発前]･カーナビにて情報提供

国籍別_急ブレーキ箇所･迷⾛交通状況等の整理(イメージ)

○○⼈(右ハンドル･左⾞線)
△△⼈(左ハンドル･右⾞線)
⾛⾏履歴(迷⾛⾞両)

情報提供(イメージ)

パンフ

パンフ

カーナビ
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沖縄総合事務局

• 外国⼈観光客の急挙動が多い交差点の上位箇所が集中する本部半島に着⽬。
• ⾛⾏台数あたりの急挙動発⽣件数(急挙動発⽣割合(件/千台))を沖縄県⺠と⽐較し、｢地点1｣｢具志堅⻄｣交差
点を外国⼈特有の事故危険箇所として特定し、ピンポイント事故対策を検討

外国人特有の事故危険箇所の特定-施策№41

観光客の⽴寄り箇所と急挙動発⽣箇所 外国⼈特有の事故危険箇所

※エリア内で30分以上滞在した⾞両を⽴寄りとして判定

交差点
名称

外国⼈観光客
(ETC2.0プローブ:H29.05〜12)

沖縄県⺠
(ETC2.0プローブ:H29.04〜10)

急挙動
件数

⾛⾏
台数

急挙動
発⽣割合
(件/千台)

急挙動
件数

⾛⾏
台数

急挙動
発⽣割合
(件/千台)

地点1 30 215 139.5 17 411 41.4

具志堅⻄ 23 180 127.8 6 297 20.2
地点2 17 202 84.2 1 311 3.2

⼤浜 26 381 68.2 19 874 21.7

地点3 8 118 67.8 24 1,357 17.7

地点4 11 163 67.5 8 407 19.7

地点5 11 165 66.7 4 474 8.4

地点6 12 200 60.0 4 371 10.8

地点7 9 208 43.3 164 2,309 71.0

地点8 8 188 42.6 0 213 0.0

地点9 15 366 41.0 8 1,152 6.9

瀬底⼤橋 15 374 40.1 9 966 9.3

･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･

美ら海⽔族館 古宇利島

恩納村
(リゾートホテル等)

北⾕
ライカム

国際通り･
⾸⾥城

10
6

7 4

8

5

1

92

3

No 市町村 交差点名 急挙動
発⽣件数(件)

1 名護市 地点1 30

2 本部町 ⼤浜 26

3 本部町 具志堅⻄ 23

4 うるま市 交差点A 23

5 名護市 城1丁⽬ 20

6 豊⾒城市 名嘉地 18

7 恩納村 ⼭⽥ 18

8 名護市 世冨慶 18

9 名護市 地点2 17

10 豊⾒城市 瀬⻑ 17

※⾚字:本部半島(3市町村)

本部半島に集中

瀬⻑島

もと ぶ

ぐ し けん にし

せなが

ちゃたん

なご

もとぶ おおはま

もとぶ

なご

ぐしけんにし

ぐすく

なかちとみぐすく

おんな

よ ふ け

とみぐすく

せそこ

ぐ し けん にし

おんな

屋我地島
や が じ しま

こ う り じまちゅ うみ

屋我地島

古宇利島

(急挙動発⽣件数)凡例

【立ち寄り箇所】
100 件以上

【急挙動発生件数】
上位10箇所
上位10%以内（85箇所）
上位10～20%以内（88箇所）
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沖縄総合事務局地点1交差点における急挙動発生状況等とピンポイント対策案-施策№41

急挙動の発⽣状況

⾄:美ら海
⽔族館

地点1交差点

⾄:古宇利島

• 交差点直前での急挙動の約7割は古宇利島⽅⾯からの進⼊⾞両(25件中17件)で、
その9割が右側通⾏の台湾･韓国からの観光客

（要因）右側通⾏の台湾･韓国では標識等が道路の右側にあり⽇本
の左側にある標識を⾒落としていること等が想定

（対策）注意を促す看板を
右側に設置して案内
(右側･左側、交互に設置して効果検証)

ピンポイント対策(:看板の設置)
外国⼈観光客
沖縄県⺠

⾄ 古宇利島

⾄:R58

⾄:美ら海⽔族館

古宇利島⽅⾯からの
進⼊⾞両の急挙動

(参考)古宇利島⽅⾯
からの進⼊⾞両

急挙動17件

急挙動4件

急挙動4件

台湾
35.3%

韓国
52.9%

その他
11.8%

⾹港
14.8%

台湾
38.8%

韓国
27.6%

その他
18.9%

右側通⾏
⽴て看板を設置

現状(標識等)

100~150m
⼿前に設置

こ う り じま

屋我地島

ちゅ うみ

こ う り じま

や が じ しま

地点1交差点

地点1交差点
交差点⼿前に設置

N=17 N=196

※外国⼈観光客を対象に集計

右側通⾏
設置イメージ

⾄ 古宇利島

⾄:美ら海⽔族館

⾄:R58
新たに設置

既
存
標
識
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沖縄総合事務局
内閣府

⑦-13

関係者の意識を高める手法-施策№61

○平成27年度から生活道路対策の取り組みを実施
○各市町村に死傷事故に関するデータを提供、生活道路対策エリアの登録、協働体制を構築

○各市町村に対して、市町村道の死傷事故に関する
メッシュデータ等を提供、対策候補エリアの抽出を依頼

・道路、交通、沿道土地利用の状況
・ゾーン30の指定状況
・通学路の交通安全確保の推進体制

○各市町村において、地域の実情を踏まえて対策候補
エリアを抽出し、関係機関と調整

【H28.3】対策エリアの登録（以降継続的に登録予定）

【H27.12～】対策候補エリアの検討

【H27.9～】H26年事故データの整理

○地域協働による推進体制の構築

■ETC2.0プローブデータを用いたエリア分析

■死傷事故に関するメッシュデータ

【H28.4～】対策の立案・実施・評価

■生活道路の対策エリアの取組フロー

・ビッグデータによるエリア分析
・有識者による技術的助言

○技術的支援（国）

出典：公益財団法人 交通事故総合分析センターHP



沖縄総合事務局生活道路対策

○暮らしのみちを安全にする対策により、エリアの中は、歩行者・自転車中心の空間へ

歩行者・自転車の幅員を優先して確保する

走行速度を抑制する進入口を入りにくくする
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沖縄総合事務局
内閣府生活道路対策エリアの取組（平成29年度実施内容）-施策№61

⑦-15

〇 沖縄では16箇所を生活道路対策エリアとして登録（平成29年12月現在）
〇 うるま市、沖縄市、北中城村については、平成29年2月8日に現地点検実施し、対策案を立案
〇 浦添市牧港・港川地区については、現況分析を行い、通学路WS ※を支援
〇 浦添市仲西小学校区については、現況及び対策済み（ハンプ設置）箇所の効果検証を分析
〇 石垣市については、現地状況調査により現状を把握、今後、対策を検討

市町村 地区名 取り組み

平
成
27
年
登
録

うるま市 石川１丁目地区 現地点検、対策案の検討

うるま市 宮里地区 同上

沖縄市 宮里地区 同上

沖縄市 諸見地区 同上

沖縄市 越来地区 同上

沖縄市 中の町地区 同上

北中城村 喜舎場地区 同上

平
成
28
年
登
録

浦添市 牧港地区
現況分析、通学路ＷＳ支
援

浦添市 港川地区 同上

浦添市 仲西小学校区 現況分析、対策効果検証

石垣市 新栄地区 現地状況調査

平
成
29
年
登
録

浦添市 神森小学校区

浦添市 内間小学校区

浦添市 宮城小学校区

浦添市 当山小学校区

南城市 仲間地区

生活道路対策エリア一覧表（H29．12月現在）

▲生活道路対策エリアの位置図

※WS（ワークショップ）：特定の課題について関心のある方々が話し合い、解決策等の検討を行う場。
参考文献：市民参画の道づくり 編集・発行 市民参画型道路計画プロセス研究会・(株)ぎょうせい



沖縄総合事務局生活道路対策に関するテーブルミーティングを開催-施策№61

○沖縄県内の市町村、コンサルタントを対象に、生活道路対策に関するテーブルミーティングを開催

○生活道路対策の講演､市町村から生活道路対策の取組紹介

概要
○開催日時：H３０．２．９ １４:３０～１６:３０

○参加者：市町村担当者（１１団体）

コンサル（２２社）

○次第

①これからの生活道路対策（埼玉大学教授 久保田 尚）

②生活道路の交通安全の確保に向けた取組

（沖縄総合事務局）

③浦添市における生活道路対策の取組（浦添市）

生活道路対策の必要性、 新動向、各事業者の役割、
安全対策のポイント等を講演

①これからの生活道路対策（埼玉大学教授 久保田 尚） ③浦添市における生活道路対策の取組（浦添市）

②生活道路の交通安全の確保に向けた取組（沖縄総合事務局）

浦添市より生活道路対策の取組を説明

【取組に関する問合せ先】沖縄総合事務局 開発建設部 道路管理課 098-866-1915

講演状況 実証実験状況

テーブルミーティング状況

沖縄総合事務局より生活道路の交通安全対策のフ
ローを説明、テーブルミーティングを実施

N=207
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沖縄総合事務局
内閣府生活道路対策エリアの取組み（平成30年度予定）-施策№61

○平成30年度は、新たに生活道路対策エリア登録された浦添市4地区、南城市1地区について分析及び分析結果
の情報提供を実施予定

○現況分析を踏まえ具体的対策の立案、対策の実施、対策の効果検証等を実施予定

■ビッグデータの分析結果の提供（イメージ）
［通過交通の速度］ ［急ブレーキ発生地点］

港川小学校前（横断歩道ハンプ）

■県内の生活道路対策事例
仲西小学校前（ハンプ） 仲西小学校前（狭さく） 港川小学校前（ゾーン30）
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沖縄総合事務局
内閣府

設置日：平成27年1月31日

⑦-18

生活道路対策②

⽣活道路対策効果

●位置図

仲西小学校
仲西中学校

浦添市

・狭さく、イメージハンプ

●生活道路対策の実施事例（浦添市仲西小学校前）

●ハンプ設置後の車両速度分布の変化

20km/h未満

25km/h未満

30km/h未満

30km/h以上

20km/h未満

11.4%

25km/h未満

23.4%

30km/h未満

35.5%

30km/h以上

29.7%

20km/h未満

71.6%

25km/h未満

20.4%

30km/h未満

6.6%
30km/h以上

1.4%

【設置前】 【設置後】

出典：沖縄県公共交通活性化推進協議会

○浦添市仲西地区の取り組み効果

〇 ハンプ整備後、30km/h以上の速度の構成比が大幅に減少（29.7%→1.4%）
〇 20km/h未満の速度の構成比が大幅に増加（11.4%→71.6%）

‐ 対策前：平成27年1月 サンプル数：3261サンプル 平均速度：26.4km/h
‐ 対策後：平成27年2月 サンプル数：3652サンプル 平均速度：16.8km/h（36.3%減）

※交通事故データ（ITARDA：平成２５年データ）
資料：平成２８年６月道路局

・ハンプ

●生活道路の速度別の致死率



沖縄総合事務局

国道332号

H29実施内容：国道332号植栽-施策№60

⑦-19

○国道332号は、那覇空港を起点として、市街地に接続することから、来訪者が空港から出て 初に見る沖縄の
道路景観であり、沖縄のウェルカムロードとして重要な路線

○現状は、煩雑な印象、街路樹の健全性低下、強風等での倒伏などによる道路安全性の低下、管理費など様
々な課題が存在

①景観形成
街路樹の連続性、統⼀性に⽋けている。
雑草等の繁茂⼒が⾮常に強いことにより、煩雑な印象を与える時
期がある。
②街路樹の健全性の現状
整備後40年が経過し、健全性が低下している樹⽊が発⽣。
当該地は、強⾵の影響など⾵環境が厳しく、特に台⾵時等には枝
折れ、幹折れが発⽣する。
シロアリによる樹幹の⾷害や菌類の腐朽等により、内部が空洞に
なっている固体もあり、道路交通上の安全性の低下が懸念される。
③管理
管理費が限られているなかで、⾼い管理頻度を求められている。
樹⽊が⼤径⽊化し、１本あたりの管理費が年々増⼤している。



沖縄総合事務局

○道路緑化は、道路交通の安全性と快適性を高めるとともに、沿道環境と一体となって良好な道路景観を創り・
育てていくことが重要

○国道332道では、「沖縄への期待が高まる緑」として、沖縄のウエルカムロードらしい道路景観を再生・更新

⽅針
⽅針１：沖縄のウェルカムロードとし
て“沖縄らしさ”を強調する景観の再⽣
を⾏う。
 観光地としてのインパクトを与える

景観構成
 沖縄のイメージを彷彿とさせる樹種

構成

⽅針２：良好な景観と適正な管理が継
続する配植デザインとする。
 ⾞利⽤者の視線移動に留意したシン

プルな植栽構成
 管理作業の効率化や草刈等が軽減さ

れる配植デザイン

⽅針３：環境の健全性を確保する植栽
基盤等の整備や管理を⾏う。
 植物の健全性と根系の⼗分な⽣育を

確保する植栽基盤の整備
 グリーンインフラとして、環境調節

機能等を植栽帯に付帯

基本的考え⽅
沖縄のウェルカムロードとして
「沖縄への期待が⾼まる緑」へ再⽣・
更新する。

H29実施内容：国道332号植栽-施策№60
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沖縄総合事務局

⑦-21

H29実施内容：国道332号植栽-施策№60

○歩道部【高木＋芝生】
・植栽間隔に余裕をもたせ、機械の乗り入れ作業スペースを確保。効率的な維持管理が実施できるよう配慮
・低木植栽はポイント植栽とし、芝生管理へ配慮
・芝種は防草性の高いセントオーガスチングラス、コウシュンシバを導入

○中央分離帯【アレロパシー植物の活用】
・道路防草資材として評価の高いアレロパシー植物（キキョウラン）を密植して防草効果を高める

※管理作業の効率化と管理費用の軽減化に配慮した樹種選定や配植デザインの効果について検証

海側歩道：ビロウとコウシュンシバ 自衛隊側歩道：ビロウとセントオーガスチン



沖縄総合事務局

⑦-22

H29実施内容：国道332号（植栽官民連携による花壇の演出）-施策№60

○草花のデザイン
・一年を通じてデザイン性の高い彩りある花壇を演出
・宿根草やカラーリーフを組み合わせて、植替え手間を軽減するなど維持管理費を抑えた植物構成

○官民連携
・民間を活動の主軸にした花壇整備・管理運営の仕組みづくり

花壇モデル整備事例



沖縄総合事務局
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○ウエルカムロードの実現に向けて、企業・団体との協働と参画による花壇の維持・管理活動「美ら島フラワーロ
ードプロジェクト」を積極的に推進

○関連団体からなる協議会「美ら島フラワーロード協議会」と道路管理者である南部国道事務所とでボランティア
・サポート・プログラム(ＶＳＰ)協定を締結し、美ら島フラワーロードプロジェクトを運営

○美ら島フラワーロード協議会の事務局を一般財団法人沖縄美ら島財団におく

H30の取組み（官民連携による花壇の維持・管理）-施策№60

美ら島フラワーロードプロジェクト体制図

～サポータを募集～

※国道332号沿道企業を中心に、サポ
ーターの募集(協賛金の呼掛け)を７月
に実施する予定

サポーターの応募チラシイメージ

（現在調整中）

リターン依頼（委託）



沖縄総合事務局沖縄路線バス周遊バス

○ＪＴＢ、バス会社4社、モノレールと連携して、路線バスの周遊パスを８月５日より観光客向けに販売。

（出典：路線観光活用戦略会議「沖縄路線バス周遊バス」＜http://www.okinawapass.com/＞） ⑦-24



沖縄総合事務局「沖縄観光ステップアップ戦略2017」 について

観光交通モードの多様化

那覇～本部の所要時間

現在：乗合バスで約２時間

交通環境の改善、那覇から本島北部地域や離島への回遊性向上に向けた
交通モードの多様化

例えば高速船による移動機会の提供に
より約１時間20分※

※過去運航していた高速船の実績
＋船舶移動という新たな観光要素の創出

例えば小型飛行機による移動機会の
提供による短時間での移動
＋航空機移動という新たな観光要素の

創出

イメージ写真：高速船

イメージ写真：小型飛行機

自動運転技術を活用したバスの

導入により、観光客の増大に対応

した持続可能なバスネットワーク

を構築し、観光客が利用しやすい

交通環境を創出

高速船実証実験における運行事業者の募集

新たな交通モードに
伴う２次交通

イメージ写真：自動運転のバス

・募集期間 平成３０年６月５日(火)～６月２９日(金)正午
・実証実験期間 平成３０年９月～１１月 ⑦-25


